
上記以外の各議案は、全員、賛成でした。

加齢性難聴者の補聴器購入に市独
自の助成制度創設を求める請願書

建設経済委員会

中心市街地等空き店舗対策補助金のうち、令
和４年度に新規出店し、本年度予算で継続分

として交付する８件の業種的な傾向はどうか。また、
今後の申請で見込んでいる業種はどうか。

令和５年度袋井市一般会計補正予算（第２号）
～商業振興費～

Q

本市は全体的に地盤が軟弱であるため、主要
幹線以外の道路においても、大型トレーラー

などの大型車両が通行すると住宅への振動などの
影響が及んでいる。このことから、道路舗装の補修
だけでは抜本的な解決策にはならないと思うがどう
か。

令和５年度袋井市一般会計補正予算（第２号）
～道路橋梁管理費～

Q

最も多い業種は飲食業である。その他は、生活
関連のサービス業などである。今後について

も、同様の業種からの申請を見込んでいる。

A

省エネ家電買替え促進事業の補助金は、申請
者の家電製品の購入先は市内に限られるのか。

また、購入先の内訳はどうか。

令和５年度袋井市一般会計補正予算（第３号）
～環境衛生費～

Q

市内業者からの購入を対象にしている。６月21
日までの受付分の購入先は、電気冷蔵・冷凍庫

は80.6％、エアコンは77.1％が市内に２店舗ある大型
家電量販店である。ＬＥＤ照明は、工事を伴うことを条
件としていることもあり、大型家電量販店への発注は
32.4％、残りが市内の電気店や工務店である。

　加齢性難聴は、日常生活を不便にし、コミュニケーションを困難にするなど生活の質を落とす大きな原因と
なっている。聞こえの向上・改善に有効な補聴器購入の経済的負担を軽減するため、市独自の補聴器購入助
成制度の創設を求めるものである。

A

道路舗装の補修については、現在の交通状況
に応じて、路床の入替や安定処理などにより

道路の耐久性の向上に向けての取組を行っている。
今後においても、市民の生活環境の向上や将来的な
メンテナンスコストの低減に向けて、国の様々な財
政支援を活用し、計画的に道路の補修に努めてまい
りたい。

A

請　願

ふくろい子育てハンドブック「はなさき」の完成を議長に報告
（令和５年６月26日）

●加齢性難聴者の補聴器購入に市独自の助成制度創設を求める請願書

議案に対する議員の賛否 ○：賛成　×：反対　△：棄権　－：欠席または除斥
〈議長（鈴木弘睦）は、採決に参加しません。〉
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議　案

R5.6.29不採択請願第1号

令和４年度 政務活動費の会派別収支状況（総括表）

市からの交付金

雑収入（預金利息）

計

0１ 調査研究費

0２ 研修費

0３ 広報費

0４ 広聴費

0５ 要請・陳情活動費

0６ 会議費

0７ 資料作成費

0８ 資料購入費

09 人件費

10 事務所費

計

収
　入

支
　出

収入－支出

残　余　金

不　足　額

会　派　名

自民公明クラブ 緑風会
髙木清隆、山田貴子
寺田　守、戸塚哲夫
鈴木弘睦、佐野武次
村井勝彦、黒岩靖子
鈴木賢和、太田裕介

近藤正美、大場正昭
木下　正、村松和幸
安間　亨
伊藤謙一（4月～11月）

市民クラブ
大庭通嘉
立石泰広

無会派
竹野　昇

無会派
竹村眞弓

合計
（20人）

（単位：円）

3,000,000

18

3,000,018

0

1,216,870

296,369

0

0

0

57,145

0

0

431,388

2,001,772

998,246

998,246

0

1,700,000

11

1,700,011

437,520

659,950

250,000

0

0

0

0

0

0

136,000

1,483,470

216,541

216,541

0

600,000

4

600,004

30,040

275,350

0

0

0

0

0

0

0

48,000

353,390

246,614

246,614

0

300,000

0

300,000

59,410

0

0

10,244

0

0

0

0

0

24,000

93,654

206,346

206,346

0

300,000

0

300,000

0

7,000

291,302

990

0

0

0

0

0

24,000

323,292

△23,292

0

23,292

5,900,000

33

5,900,033

526,970

2,159,170

387,671

11,234

0

0

57,145

0

0

663,388

4,255,578

1,644,455

1,667,747

23,292
○残余金1,667,747円はすべて市へ返還済みです。○不足額23,292円は自己資金にて支出しています。

×××××××

◯◯

×

－

××××××××

趣　旨

結　果

・長寿しあわせ計画が令和５年度で終了するにあたり、次期計画の中に、いま一度、認知症の対策などいろいろと
含めた中に加齢性難聴に対しても入れ込んでもらうということで、現時点においては、市単独事業として直ちに
助成制度の創設というのは、時期尚早ではないかと感じている。
・ゆっくり制度設計をしていくべきではないかというような意見もあったが、他市においても請願を採択された後
にしっかりと制度設計に持っていっている事例がある。本市においても請願を採択し、きちんとした制度設計がで
きるように、背中を押していくべきと考える。
・公金を投入するという意味では、不公平があったらいけないし、僅かな方よりもやはり多くの方に制度を利用い
ただくべきものであるので、市レベルではなくて、袋井市議会が２月市議会定例会で意見書を出したように、国レ
ベルにおいて、本当に多くの方に利用いただけるようこれを予算措置いただくっていうのが１番であると考える。
そのため、袋井市独自として実施するのは時期尚早という部分もあると思う。
・袋井市議会として国への意見書を提出しており、国の動向等もあるため、そのあたりを静観しつつ、我が市とし
て、少し現状調査を行いながら制度を検討していったらどうかというふうに考えている。

　昨年度、民生文教委員会が取り組んだ所管事務調査「子育て支援施策の在り方について」
の市長への提言を追い風にして、ふくろい子育てハンドブックはなさき編集委員会が
作成したハンドブック「はなさき」がこのたび完成し、議長に完成を報告されました。
　ハンドブックには、子育て情報や市内外の心配事の相談先が記載されているほか、
実際に各サービスや相談先を利用した保護者の体験談が複数記載されており、子育て
経験者が「こういうことを知りたかった」と思える情報を入れた冊子となっています。

民生文教委員会の審査における委員からの意見　

不採択　詳細は 9 頁（議案に対する議員の賛否）参照
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